　　年　　月　　日
（宛先）山形市長
受注者　
住所又は所在地
氏名又は
名称及び代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
社会保険等未加入の建設業者との一次下請契約に関する理由書・誓約書
　　　　　年　　月　　日付で貴市との間で請負契約を締結した下記建設工事において、建設工事請負契約約款第８条の２第１項の規定にかかわらず、社会保険等未加入の建設業者と一次下請契約を締結した理由について届け出ます。
記
１　工 事 件 名　    　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事
２　社会保険等未加入
一次下請負業者の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　当該下請契約の期間　　　　　　年　　月　　日　から　　　　　年　　月　　日　まで　
４　当該下請契約を締結した理由（※裏面 注１参照）
	　


なお、当該一次下請負業者に対して、建設工事請負契約約款第８条の２第１項に規定する届出の義務の履行を指導すること、及び、当該義務履行の事実について、　　　　年　　月　　日（※裏面 注２参照）までに確認書類を添えて報告することを誓約します。

「社会保険等未加入の建設業者との一次下請契約に関する理由書・誓約書」提出にあたって
注１
「当該下請契約を締結した理由」については、建設工事請負契約約款第８条の２第２項に規定する、当該業者との間で下請契約を締結しなければ「工事の施行が困難となる場合その他特別の事情があると発注者が認める場合」に該当する必要があります。
　　　　
なお、「工事の施行が困難となる場合その他特別の事情」とは、原則として、
　　　「特殊な技術、機器又は設備等（以下「特殊技術等」という。）を必要とする工事で、特殊技術等を有するものと下請契約を締結しなければ契約の目的を達することができない、あるいは目的を達することが困難となること明らかな場合」とします。
　　　　
一方、以下のような例は「工事の施行が困難となる場合その他特別な事情」にあたらないものとします。
・長年の元下関係があり他の業者では施工のマネジメントが出来ない場合
・発注者との契約締結前に予め下請契約を締結していた場合
・他の下請業者を探す時間的余裕がなかった場合
・過去に同一箇所の工事を行った際に、下請として施工していた場合
注２　　
当該未加入業者が社会保険等に係る届出義務を履行したことの報告期限の日付は、以下のうち、いずれか遅い方の日付を記入してください。
　　　　・当該下請契約期間の末日
　　　　・当該下受け契約期間の開始日から起算して３０日後
　　　　なお、いずれの場合も、土・日曜日又は祝日にあたる場合は翌開庁日を記入してください。
　※ 社会保険未加入の建設業者との間で一次下請契約を締結したことに関し、
　　① 建設工事請負契約約款第８条の２第２項の規定に該当する事情がない
　　②「理由書・誓約書」（本書）を提出しない
　　③ 届出義務履行報告期限までに加入等報告を提出しない
　　のいずれかに該当する場合は「契約違反」として、「指名停止措置」及び「工事成績評定の減点」の対象となります。
参考様式３





【裏面】
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